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Ⅰ.第２回検討準備委員会 概要                           

 

会議名 第２回日野市歯とお口の健康づくり基本計画検討準備委員会 

日時 平成２７年３月３1日（火） 19：00～21：00 

場所 生活・保健センター １階 予防接種室 

出席者氏名 座長 尾﨑 哲則 

委員 髙品 和哉、塩谷 武洋、五十里 一秋、池本 澄江、

宮沢 和美、横川 恭子、大泰司 正嗣、重山 直毅、

関 健史 

議題 １ 開会 

２ 資料確認 

３ 第 1 回議事要旨について 

４ 資料説明及びディスカッション 

(1)乳幼児期 

  ①むし歯予防の推進 

②保護者に対する知識の普及啓発 

③食育の推進 

(2)学齢期  

①むし歯や歯周病予防の推進 

②児童・生徒・保護者に対する知識の普及啓発 

③歯磨き習慣の定着、正しい食生活の育成 

５ 事務局より連絡 

 

配布資料 ・次第 

・（資料１）第 1 回委員会議事要旨 

・（資料２）食品表示法の概要 

・（資料３）日野市歯とお口の健康づくり基本計画 計画の柱（案） 

・（資料４）日野市歯とお口の健康づくり計画検討準備委員会の流れ 

・（資料５）乳幼児期の現状 

・（資料６）歯科治療受診勧奨用紙 

・（資料７）むし歯５本フォローについて 

・（資料８）日野人げんき！プラン評価 

・（資料９）学齢期の現状 
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Ⅱ.検討結果                                    

【乳幼児期】 

（１）むし歯予防の推進 

（ア） むし歯のある子どもに対するフォローについて（５本むし歯フォロー）対象者の拡

大や支援体制の充実について議論された。 

 

（２）保護者に対する知識の普及啓発 

（ア） 子どもの口腔ケアを行う際に、保護者が意識してフッ素入り歯磨剤を選択すること

が、子どもの健康を考えることにつながるとの意見があった。 

（イ） 子ども自身ではお口の健康を維持することが難しいため、かかりつけ歯科医による

定期検診や保護者の仕上げみがきが重要であるとの意見があった。 

 

（３）食育の推進 

（ア） 食育を通じて自分の口で噛み砕いて飲み込む習慣を身につけさせることが重要であ

ると議論された。 

 

【学齢期】 

（１）むし歯や歯周病予防の推進 

（ア） 日野市では歯科医会会員のほとんどが校医であるため、学校歯科医とかかりつけ歯

科医の連携が可能であることが確認された。 

（イ） 子どもが一番関心のあることを題材に健康教育をしていくことが有効であるとの意

見があった。 

 

（２）児童・生徒・保護者に対する知識の普及啓発 

（ア） 歯科医会での保育園・幼稚園や小・中学校での取り組みについて説明があった。 

（イ） 学校歯科健診後の治療勧告用紙の通知方法や対象者について検討することが、今後

の学校歯科保健教育の充実につながるとの意見があった。 

（ウ） 学校と学校歯科医の連携をより強化することで、口腔からの生活習慣形成、禁煙、

がん対策などのアプローチにつながるとの意見があった。 

 

（３）歯磨き習慣の定着、正しい食生活の育成 

（ア） 学校と家庭(地域）が連携し健康教育を推進することが重要であるとの意見があった。 

（イ） 甘味飲料やイオン飲料の摂取による口腔や身体へのリスクについて啓発が必要であ

るとの意見があった。 

（ウ） 噛む力が落ち、口の筋肉が弱まっているため口を開けて息をしている子どもが多く、

噛む力や口の周りの筋肉をつけるトレーニングの必要があるとの意見があった。 



44 

 

Ⅲ.検討結果の経緯                                  

（１）むし歯予防の推進 

（ア）むし歯のある子どもに対するフォローについて（５本むし歯フォロー）対象者の拡

大や支援体制の充実について議論された。 

 

 

 平成 26年度では、電話が繋がらない場合、手紙を送付し連絡を促したが返答が無かっ

た。反応がなくとも粘り強く支援することが、後の学齢期での口腔の健康につながる

との意見があった。 

 ５本以上むし歯があるということは、ネグレクトの可能性がある。健康課だけではな

く他部署と連携し総合的なフォロー体制の構築が必要であるとの意見があった。 

 むし歯がある１歳６か月児やむし歯が３本以上ある３歳児については全員フォローす

ること。３歳児でむし歯が１～２本の場合は、１回でも電話連絡を行うなどのフォロ

ー対象者の見直しを検討すべきであると意見があった。 
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（２）保護者に対する知識の普及啓発 

（ア） 口腔ケアを行う際に、保護者が意識してフッ素入り歯磨剤を選択することが、子ど

もの健康を考えることにつながるとの意見があった。 

 

 

 乳幼児用の歯磨剤のほとんどはフッ素が配合されている。 
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（２）保護者に対する知識の普及啓発 

（イ） 子ども自身ではお口の健康を維持することが難しいため、かかりつけ歯科医による

定期検診や保護者の仕上げみがきが重要であるとの意見があった。 

 

 

 

 乳幼児期から正しい生活習慣を確立することが、学齢期における適切な生活習慣の基

盤になるとの意見があった。 
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（３）食育の推進 

（ア）食育を通じて自分の口で噛み砕いて飲み込む習慣を身につけさせることの重要性に

ついて議論された。 

 

 卒乳の遅れや離乳食完了の遅れのある子どもの食べることに関する問題点について指

摘された。 

 哺乳瓶う蝕が増加している現状について意見があった。 

 保育園の現状として、噛めない、丸のみ、刻み食、固いものが食べられない、偏食等

の食べることに問題のある子どもが多くなっていることを実感しているとの意見があ

った。 

 適齢期に正しく「噛む」ということを習得しなければ、後の口腔機能に影響を与える

との意見がだされた。 

 食育は栄養バランスだけではなく咀嚼等も含まれるとの意見があった。 

 食育に関する周知啓発が必要であるとの意見があった。 
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【学齢期】 

（１）むし歯や歯周病予防の推進 

（ア） 日野市では歯科医会会員のほとんどが校医であるため、学校歯科医とかかりつけ歯

科医の連携が可能であることが確認された。 

 

 他市では学校歯科医と地域のかかりつけ歯科医との連携がとれていないところもある

との意見があった。 

 他市では半数程度しか歯科医会の会員が校医でないこともある。 
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（１）むし歯や歯周病予防の推進 

（イ） 子どもが一番関心のあることを題材に健康教育をしていくことが有効であるとの意

見があった。 

 

 中学生ではプラークコントロール不良と、特に女子においては月経などの女性ホルモ

ンの影響で、歯肉炎が増加する。 

 中学生のむし歯は男女間で差が出る。女子は成長が早いため永久歯の萌出が早く、男

子に比べ永久歯のむし歯が多い。 

 南多摩保健医療圏域において、日野市の学齢期における歯肉の状態は悪い。しかし、

他市に比べ健診時の判断基準が厳しく歯肉の状態が悪いということではないことが確

認された。 

 公益社団法人日本学校保健会の調査では、中・高校生の歯をみがく１番の理由が虫歯

予防、次に口臭の予防であった。 
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（２）児童・生徒・保護者に対する知識の普及啓発 

（ア） 歯科医会での保育園・幼稚園や小・中学校での取り組みについて説明があった。 

 

 公立の小・中学校の養護教諭に対し実技を含めた研修会を毎年実施している。 

 平成 25年度から幼稚園・保育園でも職員に対し講演会を実施している。 

 １１月８日に「歯みがき一斉 WeeK」として小・中学校で校医と養護教諭とが相談し

各学校で歯の教育を実施している。 
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（２）児童・生徒・保護者に対する知識の普及啓発 

（イ） 学校歯科健診後の治療勧告用紙の通知方法や対象者について検討することが、今後

の学校歯科保健教育の充実につながるとの意見があった。 

 

 

 学校保健会に健診後の治療勧告用紙について２回目の配布を依頼し実施。2回配布する

ことにより小・中学校ともに効果はあったが、中学校に関しては保護者に渡さないた

め効果が得づらい現状にあるとの意見があった。 

 治療勧告用紙を配布したことについて、保護者に対しメールや保護者会で連絡などの

手法も取って欲しいとの意見があった。 

 受診率を上げた学校は、学校保健会が主体で生徒全員に対し表彰式を実施している。 

 対象を健康な子どもも含め全員に通知することで、治療勧告用紙としてだけではない

歯科保健教育のアプローチにつながるとの意見があった。 
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（２）児童・生徒・保護者に対する知識の普及啓発 

（ウ） 学校と学校歯科医の連携をより強化することで、口腔からの生活習慣形成、禁煙、

がん対策などのアプローチにつながるとの意見があった。 

 

 日野市では歯科医会会員のほとんどが校医であるため、学校歯科医とかかりつけ歯科

医の連携が可能であることが確認された。 

 学校検診時は生徒個人を尊重する必要があり配慮しなければならないため、個々にコ

ミュニケーションがとれない現状にある。 

 学校歯科医が教員と共にティーム・ティーチング（T・T）を進めていく必要があると

の意見があった。 

※ティーム・ティーチング（T・T） 

２人以上の教職員が連携・協力を通して１人ひとりの子どもおよび集団の指導の展開

をはかり、責任をもつ指導方法および形態である。 
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（３）歯磨き習慣の定着、正しい食生活の育成 

（ア） 学校と家庭（地域）が連携し健康教育を推進することが重要であるとの意見があっ

た。 

 

 

仲田小学校の取り組みについて以下のことが説明された 

 健康教育ということで食育や睡眠時間などについて調査をしている。保護者に対し、

睡眠や歯みがきや排便について提案を実施している。 

 「かみかみメニュー」の実施など噛むことについての取り組みを行っている。 
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（３）歯磨き習慣の定着、正しい食生活の育成 

（イ） 甘味飲料やイオン飲料の摂取による口腔や身体へのリスクについて啓発が必要であ

るとの意見があった。 

 

 

 スポーツドリンクは熱中症対策等で啓発されているが、むし歯のリスクに加えて多量

に飲むと生活習慣病のリスクがあるとの意見が出された。 
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（３）歯磨き習慣の定着、正しい食生活の育成 

（ウ） 噛む力が落ち、口の筋肉が弱まっているため口を開けて息をしている子どもが多く、

噛む力や口の周りの筋肉をつけるトレーニングの必要があるとの意見があった。 

 

 

 口の周りの筋肉の問題だけてはなく、花粉症やアレルギー性鼻炎など耳鼻科的問題の

可能性もあるとの意見がだされた。 
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＜資料２ 食品表示法の概要＞ 
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＜資料３ 日野市歯とお口の健康づくり基本計画 計画の柱（案）＞ 

 

 

＜資料４ 日野市歯とお口の健康づくり計画検討準備委員会 全４回の流れ（案）＞ 
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＜資料５ 乳幼児期の現状＞ 
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＜資料５ 乳幼児期の現状＞ 
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＜資料５ 乳幼児期の現状＞ 
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＜資料５ 乳幼児期の現状＞ 
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＜資料５ 乳幼児期の現状＞ 
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＜資料５ 乳幼児期の現状＞ 
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＜資料５ 乳幼児期の現状＞ 
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＜資料６ 歯科治療受診勧奨用紙＞ 
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＜資料６ 歯科治療受診勧奨用紙＞ 
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